平成２７年度教頭専門部会県外視察研修会　報告書　　　誠恵高等学校　教頭　飯島修
１　研修日　平成２７年９月１５日（火曜日）１３時～１５時３０分
２　訪問校　鶯谷中学・高等学校
３　視察者　藤枝明誠中学・高等学校　塙校長他１６名の副校長・教頭
４　視察報告
　　鶯谷中学・高等学校は明治３３年に創設され１１３年目という伝統のある、私立の中・高一貫教育の進学校である。１３０名の教職員を抱え１００パーセントに近い進学率を誇っている。
　
　鶯谷中学・高等学校の教育
1 教育理念　「我が信心もて・教えの任に当らん」創設者　佐々木先生の言葉
2 教育目標　
・生きる力と広い視野を持ち、社会に貢献できる人材を育成する。その為に生徒一人ひとりに、高い志を持ち自己の夢の実現に向けて努力を継続する資質を身につけさせる。
・社会人そして家庭人として、誠実で協調性豊かに、その役割を果たしうる態度を身につけさせる。
3 指導方針
・全職員が教師としての使命を自覚し、生徒に諦めさせない、生徒の指導に手間を惜しまない、生徒の素行を見て見ぬふりをしない指導を実践する。
・創意に満ちた指導方法で、授業理解の徹底を図り、教科・学年・分掌の連携のもと適切な指導体制を確立して、自立的学習態度の養成に努める。
・生徒の家庭との連携を密にして、学校の教育活動について保護者の理解を得るとともに、生徒・保護者・教師が互いに協力する体制の構築に努める。
５　全体を通しての感想・意見等
　　　・教室は廊下からでも見える防音・強化ガラスを使っている。また職員室はなく、総合学習センターを置きいつでも生徒が出入り出来る状況になっている。
　　　・校長先生が授業を１０時間持っている。驚かされるが、生徒を把握出来るという利点もあるのではないだろうか。
　　　・中学・高校一貫教育の利点を生かし、高校２年生までに６年間の教育課程をこなし、高校３年生では入試に向けて演習中心の授業に切り替えている。
　　　・岐阜県では静岡県と同様に特に公立志向が強い。従って生徒募集には非常に苦労している。塾との連携も必要とされている。
平成27年9月18日

作成者　岩城直己

名城大学付属高等学校視察研修報告書
日時：平成27年9月16日13:00～15:30（研修2日目）

場所：愛知県名古屋市中村区新富町1丁目3番16号

　初日、鶯谷中学高等学校、2日目の午前中に名城大学の説明を受けた後の付属校の視察研修でした。校長であり大学の理事である久保先生の挨拶の後、ほとんどの説明は教頭の岩崎先生がされました。学校の規模は高校3学年で1916名。驚くことに受験人数は8000人程とのことでした。愛知県では静岡方式と違い、私学の受験日が3日間で併願が可能であり、そのため合格者の人数を読み間違えると入学者が定員に対して大きくぶれてしまい、採点よりも合格者の人数の読みに相当苦労しているとのことでした。過去には定員より多くなり、急ぎ教室を作ったこともあるそうです。
　学校は、ノーベル賞に沸く大学の付属校ということで、SSH、SGHに指定されており、教頭先生の説明にも力が入っていました。総合学科のスポーツ専攻の生徒に関節の骨についての講義をしていただいたとき、日頃集中できない生徒たちの目の色が変わった姿を見て教頭がSSHを思いつきました。数年後｢名城を考えようという｣委員会も立ち上げ、そこから新たにSGHへの提案が生まれ現在に至っています。教員は講師を含めて140名と多いのですが、一つの方向に向かう教師の力も感じられます。因みにSGHとして明石元国連事務次長の話やEUの要人にも特別に話をしていただけるらしいなど他の学校にない利点も多々あるようである。その関係で中部の特例校と交流が増えていることも強調されていました。さらに、来年度90周年を迎えられるとのことで、前身が実業科である総合学科と普通学科の2学科を細かくし、数理、社会探究、スーパーサイエンス、国際などの８つのコースに分けて生徒の多様化に対応できる学校であると説明されていました。

　不登校の生徒を減らすにはいかに力をつけるかがポイントで、進学実績を上げるにはメンタルの強さが必要ということです。その観点から、部活動の意義も非常に大きいと述べていましたが、部活は19:00、完全下校19:30とまずは基礎学力をつけるために部活には制限がある模様です。

　校舎の案内は総務部長の石川先生にしていただきました。移動にエスカレータを必要とするほど建物は大きく、シンポジウムや発表会が開けるほど広い講堂を持っていて、最上階などは見晴らしもよかった。校舎は大学の勢い同様に立て替えの計画もあるとの説明でした。

